
令和６年度 第３回吉野川現地（フィールド）講座 吉野川歴史探訪

吉野川の洪水遺跡を
自転車で巡ろう！

＜イベントの概要＞

かつて「暴れ川」と呼ばれていた吉野川。

吉野川流域に暮らす人々は、昔日より氾濫を繰り返す川と闘い、

川とともに生きようとしていました。

普段、私たちがなにげなく通っている吉野川流域には、そんな吉

野川の洪水の歴史を物語る遺跡が、今でも数多く残されています。

国交省職員とともに自転車で史跡を辿りながら、吉野川の歴史

について知ってもらうのが「吉野川歴史探訪」です。

実施
日時

実施
内容

9時00分～12時00分
（受付：8時45分～）・雨天中止

12月7日（土）

主催：国土交通省 四国地方整備局 徳島河川国道事務所 ／ 共催：吉野川交流推進会議

※石井河川防災ステーションから第十堰まで、史跡を巡りつつ約9kmの距離を自転車で移動し、

第十堰からマイクロバスで防災ステーション三郎広場に戻ります。

※自転車を持参している方は第十堰で現地解散となりますが、防災ステーションまで送迎を希望する

場合は、別途スタッフまでお申し出ください。

※当日の状況により、ルートが変わる場合があります。あらかじめご了承ください。

探訪
ルート

● 探訪場所：名西郡石井町～徳島市国府町周辺
● 集合場所：名西郡石井町藍畑西覚円

石井河川防災ステーション三郎広場（駐車場あり）

● 募集人員：10名（10名を超える場合は抽選とさせていただきます）

● 対象年齢：中学生以上
● 準備物等：動きやすい服装・帽子・飲み物 など

※自転車は貸与します（持参も可能）
● 募集期間：令和６年１1月27日（水）（必着）



申込方法

「吉野川に棲む生き物は？」「あの施設はなあに？」「吉野川の管理はどのよ
うにしているの？」などについて、皆さんと一緒に吉野川に出かけ、川の調査や
施設などについて説明などを行っています。

フィールド講座
とは

下記の「吉野川現地（フィールド）講座」申込書に必要事項を記入し、
郵送でお申し込みください（期限必着とします）

郵送の場合

令和6年度 第3回 吉野川現地（フィールド）講座

「吉野川歴史探訪」申込書 郵送用
代表者情報

1. 氏名（年齢） （ ） 自転車持参 □する □しない

2. 住所・連絡先

〒 電話番号（イベント当日連絡のつく番号）

E-mail

以下の注意事項を必ずご確認の上お申し込みください！
① 応募者が少数の場合は中止する場合があります。
② 集合場所までは各自でお越しください。
③ ご参加は、中学生以上かつ約９kmのコースを自力で完走できる方に限らせていただきます。
④ 自転車を持参される場合は、第十堰で解散となります。（防災ステーションまで送迎希望の場合は別途ご相談ください）
⑤ 参加者の安全の確保に最大限努めますが、イベント中の事故等については責任を負いかねますのでご了承下さい。

＜送り先・お問い合わせ先＞

〒770-8554
徳島市上吉野町３丁目３５
国土交通省 徳島河川国道事務所流域治水課 「令和6年度 第3回吉野川現地（フィールド）講座」係

ウェブサイトアドレス https://www.skr.mlit.go.jp/tokushima/
電話：088-654-9611（直通） 088-654-2211（代表）
Eメールアドレス ：skr-tokusa60@mlit.go.jp（←すべて半角小文字）

申込書を参考に必要事項を明記の上、 skr-tokusa60@mlit.go.jp
までメールを送信いただくか、右の2次元コードより応募フォームを開き、
必要事項を入力して送信してください

メール・フォーム
の場合

参加者情報（代表者除く）

氏名 年齢 自転車持参 備考

□する □しない

□する □しない

□する □しない

□する □しない

募集期間終了後、お申込者全員に開催の有無・参加の可否などについてご連絡します
（skr-tokusa60@mlit.go.jpからのメールが受信できるよう設定しておいてください）

お申込み後に
ついて

※参加者が4名以上の場合は、別紙にご記入して添付してください。（様式自由）


